
 運営対策  選手控え場所（テント設置場所）と保護者参観場所について 

 

◆選手控え場所 → 密集を避けるために下図＜テントＯＫ①＞に片面のみの制限を加える。＜テントＯＫ②＞は 

例年は設置不可の場所だが、設置可能とする。メインスタンド上は例年通りに選手控え場所 

とする。逆に、下図の緑色の点線より池側のテント設置は不可とする。 

◆保護者の参観 → 「池の周り」を中心とし、下図の緑色の点線より競技場側には入場不可とする。 

ただし、「池の周り」は選手のウォーミングアップに使用する。  

 

 

【選手控え場所】 

第１コーナーから第２コ

ーナーまでの芝生ゾーン

＜テントＯＫ②＞  

【選手控え場所】 

メインスタンド裏の芝生＜テントＯＫ①＞  

※通路側の芝生と記録発表場所前のコンクリ

ートエリアは不可  

【選手控え場所】 

メインスタンド上  

応応応援援援エエエリリリアアア  
選選選手手手エエエリリリアアア  

【保護者参観場所】 

黄色のエリアは保護者の参観が可

能な場所。ただし競技場内に関し

ては、100m スタート側スタンドの

み可とする。点線よりもトラック

側での観戦は不可。水色エリアの

ところに記録を掲示するが、選手

待機場所でもあるので、その場に

とどまることは不可。 

保護者の車での来場は禁止です。保護者の車は、かほく市総合体育館第２駐車場(270 台まで)は可 



 運営対策  スタート前とゴール後における選手の動線について 

①招集前の集合場所  

  ソーシャルディスタンスを取り、  

  例年より広めに場所を確保する。 

 

②第１次招集場所  

  ベンチの間隔をやや広めに空ける。  

基本的には荷物を置く場所であり、  

選手はＪｏｇを行う。 

 

③第２次招集場所  

  基本的には荷物を置く場所とする。  

ユニフォームとなりスタート場所へ。 

 

④スタートライン  

 

⑤ゴール後  

  荷物を置いた場所に戻り、 

各学校の控え場所へと移動する。  


